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成果の概要
［背景］本邦では，視覚障がい者の職業教育として，はり
師，きゅう師，あん摩マッサージ指圧師，理学療法士，柔道
整復師といった医療職の養成が行われている[1]。これら
の医療職が取り扱う疾患・症状は様々であるが，近年は “ 根
拠に基づく医療（EBM）” の概念の普及を背景として，厚
生労働省が示す診療報酬や介護給付費の給付基準など
において，治療効果（アウトカム）に対する客観的な評価
が求められている[2,3]。研究代表者は，これまでに視覚障
がいを有する施術者・医療系学生による臨床での評価に
おける困難事象について調査研究を行い，視覚障がいを
有する施術者や学生が，視覚を用いる評価法や文字・数
値の読み取りに困難を感じている実態を明らかにした。関
節可動域測定は，患者の関節の可動範囲を測定する評価
法であり，関節疾患を中心に様々な愁訴や病態の評価に
用いられる。しかし，研究代表者による調査では，理療を
専門とする視覚障がいを有する施術者・学生が “ 自分だ
けで正しく行える”と自己評価した割合はわずか 35%であっ
た。また，玉井ら［4］による調査においても，視覚障がい
を有する施術者が関節可動域測定において，多くの困難
を抱えていることが報告されている。これらの背景から，視
覚障がいを有する施術者による関節可動域測定に関わる
困難の解消に，切実なニーズが存在することが明らかになっ
ている。

［方法］本研究は，情報端末を用い，視覚障がいを有す
る施術者が正確かつ短時間に関節可動域測定を行うこと
ができるアプリケーションの開発を目ざした。情報端末には，
小型で操作性に優れ，視覚障がいアクセシビリティ機能が
標準搭載された Apple 製 iPhone 12 mini (iOS 14)を選
定した。アプリケーションはプログラミング言語 Swift で開発
した。CMMotionManagerメソッドを用い，関節可動域測
定開始時と終了時の端末の角度情報を取得し，それらの
差分を算出するプログラムを作成した。視覚障がいアクセシ

ビリティ機能として，みやすさと操作性に配慮したシンプルな
ユーザーインターフェースデザインを企図し，VoiceOver（音
声読み上げ機能）での操作にも対応した。また，測定開
始と終了を知らせる効果音機能，測定終了時の測定デー
タの自動読み上げ機能を実装した。加えて，臨床での利
便性を向上させるため，測定データおよびメモの端末への
保存，保存データのエクスポート機能を実装した。

［結果および考察］開発したアプリケーションを複数人の当
事者に試用してもらい，弱視および全盲の施術者による関
節可動域の測定が可能であることを確認した。今後，アプ
リケーションの実用化をめざし，デバッグ作業およびユーザー
ビリティ評価を進める予定である。
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